
ま

①
 

元
明
朝
、
和
銅
六
年
五
月
甲
子
、
畿
内
七
道
諸
国
に
対
し
、
地
方
誌
撰
進
の
官
命
が
出
さ
れ
、
こ
こ
に
諸
国
に
お
け
る
風
土
記
編
纂
事
業

は
一
斉
に
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
律
令
制
の
整
備
確
立
に
伴
う
地
方
の
実
態
掌
握
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い②
 

る
。
し
か
し
、
こ
の
大
詔
に
よ
っ
て
勘
進
さ
れ
た
風
土
記
は
早
く
よ
り
散
逸
し
た
ら
し
く
、
延
長
三
年
に
は
再
び
風
土
記
勘
進
の
太
政
官
符

が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
延
長
五
年
撰
進
の
延
喜
式
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
此
度
の
勘
進
が
、
後
に
風
土
記
の

伝
来
形
態
の
多
様
さ
を
生
み
、
種
々
の
問
題
を
来
た
す
結
果
と
も
な
っ
た
。

じ

め

『
播
磨
国
風
土
記
』

に~

目

次

一

、

は

じ

め

に

ニ
●
こ
れ
ま
で
の
研
究
と
残
さ
れ
た
課
題

三
、
伊
和
大
神
に
つ
い
て
の
考
察

9
伊
和
大
神
関
係
の
記
事

⇔
伊
和
大
神
の
変
容
過
程
に
つ
い
て

国
伝
承
荷
担
者
の
問
題

四
、
結
び
に
か
え
て

石

田

に
お
け
る
伊
和
大
神
伝
承
に
つ
い
て

淳

子
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御
子
神
、

大
汝
命
、

天
日
槍

現
伝
す
る
諸
国
風
土
記
の
う
ち
、
元
明
朝
の
詔
に
よ
る
風
土
記
、
所
謂
古
風
土
記
は
、
常
陸
・
出
雲
・
播
磨
・
豊
後
・
肥
前
の
五
ヶ
国
の

③
 

も
の
で
、
こ
れ
ら
は
、
伝
来
の
乏
少
、
伝
本
内
容
の
不
完
全
、
逸
文
の
多
在
な
ど
、
多
く
の
問
題
を
内
在
さ
せ
て
い
る
。
し
か
し
『
播
磨
国

風
土
記
』
は
、
平
安
後
期
書
写
と
さ
れ
る
一
ー
一
条
西
家
本
の
み
を
伝
播
祖
本
と
し
、
学
界
に
は
、
柳
原
紀
光
の
、
ま
た
、
谷
森
善
臣
翁
の
謄
写

④
 

事
業
を
待
っ
て
伝
え
ら
れ
、
幕
末
以
降
に
広
ま
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
現
伝
本
に
は
抄
略
は
想
定
す
ぺ
き
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
『
播
磨
国
風
土
記
』
は
、
そ
の
巻
首
部
分
と
明
石
郡
全
文
、
及
び
賀
古
郡
の
郡
首
部
分
を
欠
い
て
は
い
る
が
、
『
出
雲
国
風
土
記
』
、
『
常

陸
国
風
土
記
』
に
次
い
で
豊
富
な
記
事
内
容
を
取
材
し
て
お
り
、
史
料
的
価
値
は
極
め
て
高
い
と
言
え
よ
う
。

『
播
磨
国
風
土
記
』
の
主
た
る
特
色
を

そ
の
記
載
は
順
に
、
賀
古
•
印
南
·
筋
磨
・
揖
保
・
讚
容
・
神
前
・
宍
禾
・
託
賀
・
賀
毛
・
美
嚢
の
十
郡
よ
り
成
り
、
各
々
の
郡
が
、
異

な
っ
た
性
格
を
有
す
る
こ
と
が
一
読
し
て
判
る
。
一
巻
の
書
物
と
し
て
の
内
容
の
統
一
性
を
志
向
す
る
意
識
は
薄
弱
で
、
文
学
性
も
さ
ほ
ど

意
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
受
け
取
れ
る
。
和
銅
六
年
の
詔
を
広
義
に
解
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
地
理
に
従
い
つ
つ
、
土
地
の
沃
塔
、
地

名
伝
承
、
古
老
の
伝
え
る
旧
聞
異
事
、
土
地
の
産
物
等
の
様
々
な
内
容
を
、
比
較
的
自
由
に
取
材
し
た
た
め
に
生
じ
た
特
徴
と
思
わ
れ
る
。

採
録
記
載
の
主
題
を
登
場
す
る
主
体
に
置
か
ず
、
地
名
伝
承
記
載
を
最
重
視
し
た
と
い
う
傾
向
が
、

成
す
と
一
般
に
言
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

そ
の
素
神
、

⑤
 

そ
の
内
容
に
注
目
す
る
と
、
全
記
載
二
百
三
十
八
条
に
及
ぶ
記
事
数
の
う
ち
、
神
を
主
体
と
す
る
記
事
八
十
1

一
条
を
数
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
は
決
し
て
少
な
い
数
字
で
は
な
い
。
そ
の
記
載
内
容
の
大
部
分
が
神
の
記
事
に
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
る
『
出
雲
国
風
土
記
』
に
次

ぐ
の
が
『
播
磨
国
風
土
記
』
な
の
で
あ
る
か
ら
。
た
だ
、
こ
の
両
風
土
記
の
神
の
在
り
方
は
、
そ
の
性
格
を
大
き
く
異
に
し
て
い
る
。
先
に

も
述
べ
た
理
由
か
ら
、
．
『
播
磨
国
風
土
記
』
の
記
事
内
容
が
断
片
的
に
な
っ
た
こ
と
は
已
む
無
い
と
し
て
、
加
え
て
次
の
こ
と
に
注
目
し
た

い
。
即
ち
、
『
出
雲
国
風
土
記
』
で
は
、
そ
こ
に
登
場
す
る
神
の
多
く
が
神
社
と
の
直
接
の
関
連
を
有
し
、
こ
れ
に
対
し
『
播
磨
国
風
土

記
』
ほ
飽
く
ま
で
地
名
伝
承
と
離
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
神
の
多
く
は
単
に
「
在
於
此
処
」
神
、
「
在
於
此
山
」
神
で
あ
っ
て
、
神
社
に
つ

い
て
は
意
外
に
無
関
心
で
あ
り
、
独
自
の
性
格
様
相
を
見
せ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
八
十
1

一
条
の
神
の
記
事
に
特
徴
的
に
現
わ
れ
る
の
が
、
伊
和
大
神
を
は
じ
め
、
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②
 

①註
命
、
葦
原
志
許
乎
命
で
あ
る
。

ほ
、
自
ず
か
ら
こ
こ
へ
集
中
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

『
播
磨
国
風
土
記
』
は
後
世
に
至
っ
て
発
見
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
研
究
は
主
と
し
て
明
治
以
降
の
こ
と
に
な
る
。
寛
政
八
年
に
柳
原
紀
光R
 

が
、
嘉
永
五
年
に
谷
森
善
臣
が
転
写
し
て
以
後
に
伝
播
し
た
当
国
風
土
記
に
校
訂
を
加
え
、
考
証
を
行
な
っ
た
の
は
、
早
く
は
栗
田
寛
氏

⑦
 

で
あ
り
、
続
い
て
ほ
敷
田
年
治
氏
で
あ
っ
た
。
注
釈
書
は
さ
ら
に
遅
れ
、
古
典
全
集
本
に
井
上
通
泰
氏
ら
の
解
説
等
が
あ
る
の
み
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
記
載
内
容
を
分
類
・
検
討
さ
れ
た
松
岡
静
雄
氏
の
『
播
磨
風
土
記
物
語
』
に
は
じ
ま
り
、
倉
野
憲
司
氏
に
よ
る
「
播
磨
風
土
記
の
研

包
、
次
い
で
井
上
通
泰
氏
の
『
播
磨
国
風
土
記
新
考
』
、
肥
後
和
男
氏
の
『
風
土
記
抄
』
等
に
よ
っ
て
、
そ
の
研
究
は
急
速
に
進
め
ら
れ
て

い
っ
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
な
お
引
き
継
が
れ
、
近
く
は
秋
本
吉
郎
氏
な
ど
に
よ
っ
て
詳
し
い
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
又
、
神
々
の
伝

承
等
は
、
多
く
の
神
道
学
者
ら
の
好
ん
で
扱
う
と
こ
ろ
と
な
り
、
様
々
な
論
が
展
開
さ
れ
つ
つ
今
日
に
及
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
未
だ
混

沌
を
極
め
、
定
説
を
見
る
に
至
っ
て
い
な
い
。

こ
こ
で
は
先
学
諸
氏
に
よ
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
振
り
返
り
、
検
討
、
再
考
し
て
い
く
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。
そ
し
て
先
学
諸
氏
に
よ
っ

て
様
々
な
角
度
か
ら
研
究
さ
れ
て
き
た
内
容
の
う
ち
、
当
国
風
土
記
に
特
徴
的
に
現
わ
れ
る
「
伊
和
大
神
」
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
す
る
。
長
い
時
間
の
経
過
の
中
で
変
わ
っ
て
い
っ
た
も
の
と
し
て
、
こ
の
伊
和
大
神
伝
承
を
捉
え
る
こ
と
が
、
こ
の
伝
承
の

原
形
と
、
変
容
過
程
と
、
そ
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
道
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

制
。
畿
内
七
道
諸
国
郡
郷
名
着
一
＿
好
字
f

其
郡
内
所
レ
生
。
銀
銅
彩
色

草
木
禽
獣
魚
虫
等
物
。
具
録
ー
一
色
目
f

及
土
地
沃
培
。
山
川
原
野
名

号
所
由
。
又
古
老
相
伝
旧
聞
異
事
。
載
＝
子
史
籍
＿
亦
宜
＿
＿
言
上
f

(

『続

日
本
紀
』
和
銅
六
年
五
月
甲
子
条
）

十
二
月
十
四
日
・
可
極
心
一
＿
風
土
記
＿
事

太
政
官
符
五
畿
内
七
道
諸
国
司

こ
れ
ら
の
神
々
に
つ
い
て
の
伝
承
は
、

実
に
四
十
九
条
を
数
え
る
の
で
あ
っ
て
、

私
の
興
味
と
問
題
意
識

応―
1

早
速
勘
品
進
風
土
記
―
事

右
如
レ
聞
諸
国
可
レ
有
―
＿
風
土
記
文
f

今
被
一
＿
左
大
臣
宣
―
偶
゜
宜
瓦
仰
―
―

国
掌
f

令
如
野
進
之
f

若
無
レ
国
底
知
穿
求
部
内
f

尋
コ
問
古
老
f

早

速
言
上
者
。
諸
国
承
知
。
依
レ
宦
行
レ
之
。
不
レ
得
一
＿
延
廻
f

符
到
奉
行
。

参
議
左
大
弁
従
四
位
上
兼
行
讃
伎
権
守
源
朝
臣
悦

外
従
五
位
下
行
左
大
史
阿
刀
宿
祢
忠
行

延
長
三
年
十
二
月
十
四
日
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（
『
類
豪
符
宜
抄
』
）

③
秋
本
吉
郎
氏
「
風
土
記
伝
来
考
」
（
『
大
阪
経
大
論
集
』
十
一
号
所
収
）

④
秋
本
氏
「
前
掲
論
文
」

⑤
神
の
記
事
の
分
布
に
つ
い
て
は
福
島
好
和
氏
「
播
磨
国
風
土
記
に
お

け
る
神
名
記
事
の
分
布
に
つ
い
て
」
（
『
本
位
田
重
美
先
生
定
年
記
念

二
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
と
残
さ
れ
た
課
題

論
文
集
』
所
収
）
に
詳
し
い
。

⑥
栗
田
寛
氏
『
標
註
古
風
土
記
』

⑦
敷
田
年
治
氏
『
標
註
播
磨
風
土
記
』

⑧
倉
野
憲
司
氏
『
古
代
文
学
研
究
』
所
収
。

伊
和
大
神
・
大
汝
命
・
葦
原
志
許
乎
命
は
、
さ
な
が
ら
同
一
神
で
あ
る
か
の
よ
う
に
当
国
風
土
記
は
語
っ
て
い
る
。
こ
の
複
数
の
神
名
を

も
つ
神
を
、
そ
の
記
載
の
ま
ま
に
同
一
神
と
の
み
捉
え
る
説
が
、
ま
ず
第
一
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
お
さ
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
栗
田
寛
氏
が
筋

①
 

磨
郡
伊
和
里
条
標
註
に

〇
積
幡
巨
読
、
按
神
名
式
、
宍
粟
郡
有
一
＿
伊
和
坐
大
名
持
御
魂
神
社
f

拠
レ
此
則
伊
和
君
即
大
名
持
神
裔
居
1

一
宍
栗
郡
＿
者
乎

と
記
し
、
「
伊
和
」
と
「
大
名
持
」
の
複
数
の
神
名
に
対
し
て
何
ら
疑
問
を
提
示
し
な
か
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
こ
の
栗
田
氏
の
標
註
を
認

め
た
上
で
、
伊
和
大
神
自
体
に
つ
い
て
比
較
的
多
く
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
の
が
井
上
通
泰
氏
で
あ
る
が
、
そ
の
書
、
宍
禾
郡
飯
戸
阜
新
考

②
 

に
お
い
て
、
「
占
国
之
神
は
大
汝
命
、
即
伊
和
大
神
、
即
葦
原
志
許
乎
命
な
り
。
」
と
し
、
同
郡
石
作
里
新
考
で
も
、
「
本
書
に
大
名
持
神
を

伊
和
大
神
と
い
へ
る
は
伊
和
里
に
い
ま
す
が
故
に
て
」
と
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
解
釈
は
明
白
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
見
解
で
は
、
伝
承
が
全
て
同
時
に
存
在
し
た
と
捉
え
ら
れ
る
傾
向
が
強
く
、
伝
承
と
は
長
い
時
の
流
れ
の
中
で
変
形
し
つ
つ
広

が
り
、
や
が
て
固
定
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
概
念
が
極
め
て
薄
弱
で
あ
る
こ
と
を
無
視
で
き
な
い
。
如
何
な
る
理
由
で
、
如
何
な
る
過
程

で
か
く
も
多
く
の
神
名
を
有
す
る
神
と
し
て
登
場
す
る
結
果
に
な
っ
た
の
か
、
そ
の
考
察
に
は
未
だ
蓬
か
及
ば
な
い
の
で
あ
る
。

第
1

一
の
グ
ル
ー
プ
は
、
伊
和
大
神
が
本
来
出
雲
系
の
神
、
外
来
の
神
と
す
る
説
で
あ
る
。
松
岡
静
雄
氏
が
そ
の
見
解
を
述
べ
ら
れ
て
以

来
、
こ
の
伊
和
大
神
出
雲
系
説
は
現
在
に
ま
で
引
き
継
が
れ
発
展
し
て
い
る
。
（
後
に
第
一
―
一
の
グ
ル
ー
プ
に
紹
介
す
る
鵜
殿
正
元
氏
も
、
こ

の
神
を
出
雲
系
と
し
て
い
る
。
）
松
岡
氏
は
こ
の
神
の
複
数
の
神
名
を
有
す
る
に
至
っ
た
根
拠
を
若
千
考
察
し
て
い
る
。

ま
ず
葦
原
志
許
乎
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命
に
つ
い
て
は
、
世
代
の
懸
隔
、
大
国
主
神
の
播
磨
進
出
の
伝
承
が
『
古
事
記
』
に
も
『
出
雲
国
風
土
記
』
に
も
な
い
点
な
ど
か
ら
、
出
震

国
の
葦
原
色
許
男
神
と
同
一
神
と
す
る
こ
と
は
無
理
で
あ
る
と
す
る
。
そ
こ
で
そ
の
葦
原
志
許
乎
命
が
伊
和
大
神
の
別
名
と
な
っ
た
の
は
、

本
来
出
雲
系
で
あ
っ
た
故
に
大
国
主
神
と
の
混
同
を
来
た
し
て
、
大
汝
命
と

所
の
人
が
伊
和
大
神
を
尊
称
し
て
大
名
持
と
し
た
こ
と
と
、

も
、
葦
原
志
許
乎
命
と
も
伝
え
ら
れ
た
と
解
す
る
も
の
で
あ
る
。

氏
の
見
解
は
、
伊
和
大
神
の
神
名
の
多
様
性
を
、
出
雲
系
の
神
で
あ
る
と
の
前
提
の
も
と
に
考
察
さ
れ
、
又
、
伝
承
が
変
形
し
て
い
く
も

の
と
の
一
定
の
捉
え
方
は
な
さ
れ
て
お
り
評
価
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
出
雲
系
説
に
お
い
て
、
伊
和
大
神
が
播
磨
国
土
着
の
神

で
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
「
伊
和
君
」
等
を
ど
う
解
釈
す
る
の
か
、
そ
し
て
こ
の
神
が
何
故
に
か
く
も
広
い
信
仰
圏
を
有
す
る
に
至
っ
た
か

の
疑
問
が
残
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
説
を
も
と
に
し
つ
つ
、
こ
の
神
独
自
の
性
格
を
固
定
的
に
考
証
し
よ
う
す
る
も
の
が
第
一
ー
一
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

代
表
す
る
も
の
と
し
て
、
高
藤
昇
氏
、
鵜
殿
正
元
氏
を
取
上
げ
た
い
。
高
藤
氏
は
異
郷
の
神
に
対
し
此
土
地
の
神
を
葦
原
志
許
男
命
と
し
、

天
日
槍
命
と
対
立
す
る
伊
和
大
神
も
同
じ
く
葦
原
志
許
男
命
と
考
え
る
が
、
さ
ら
に
進
め
て
こ
の
神
に
巨
岩
・
玉
石
の
神
性
を
想
定
し
、
巨

④
 

岩
・
巨
石
信
仰
か
ら
、
山
岳
信
仰
と
の
関
連
も
あ
る
と
規
定
す
る
。
鵜
殿
氏
も
複
数
の
神
名
を
「
全
て
同
一
神
」
と
す
る
の
み
で
あ
る
が
、

神
の
個
別
の
性
格
の
考
証
に
及
ぼ
う
と
す
る
。
そ
こ
で
は
多
く
の
認
め
る
「
石
」
に
関
わ
る
神
性
を
敢
え
て
否
定
し
、
伊
和
大
神
関
係
の
記

事
に
穀
物
が
多
く
見
え
る
こ
と
か
ら
、
農
業
神
的
性
格
を
指
摘
し
、
天
日
槍
命
が
農
耕
法
を
伝
え
た
一
帰
化
部
族
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
二
神

⑤
 

の
闘
争
は
、
同
じ
農
業
神
同
志
の
争
い
と
い
う
一
面
を
有
す
る
と
も
考
察
す
る
の
で
あ
る
。
鵜
殿
氏
に
お
い
て
評
価
さ
れ
る
べ
き
は
、
初
め

て
伝
承
を
担
っ
た
者
へ
の
考
察
が
な
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
氏
は
天
日
槍
命
を
伴
う
国
占
め
争
い
の
伝
承
ほ
「
伊
和
族
」
が
語
り
継
い
だ
と

R
 

す
る
他
、
大
神
の
御
子
神
の
石
龍
比
古
命
・
石
龍
比
賣
命
に
よ
る
水
争
い
の
伝
承
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
類
例
考
察
か
ら
海
人
族
が
語
り
継

い
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
説
は
発
想
が
豊
か
で
興
味
深
い
が
、
そ
れ
だ
け
に
論
理
の
飛
躍
は
隠
せ
な
い
。
高
藤
氏
の
論
拠
は
、
伊
和
大
神
の
系
譜
を
引
く

神
の
名
称
に
殆
ど
頼
っ
て
お
り
、
あ
ま
り
に
稀
薄
で
あ
る
。
し
か
も
、
山
に
坐
す
神
を
直
ぐ
に
山
岳
信
仰
に
結
び
つ
け
る
の
は
と
て
も
無
理
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と
思
わ
れ
る
。
鵜
殿
氏
の
伝
承
荷
担
者
の
考
察
に
つ
い
て
は
、
伊
和
族
が
早
く
か
ら
没
落
し
た
氏
族
で
あ
る
こ
と
を
見
逃
が
し
て
は
お
ら
れ

な
い
か
。
伊
和
族
没
落
以
後
、
こ
の
神
の
伝
承
を
支
え
た
者
達
は
誰
で
あ
っ
た
の
か
、
考
証
の
余
地
が
あ
る
。

最
後
の
第
四
グ
ル
ー
プ
は
、
肥
後
和
男
氏
に
始
ま
る
、
伝
承
の
変
容
過
程
を
捉
え
よ
う
と
す
る
説
で
あ
る
。
吉
井
良
隆
氏
、
直
木
孝
次
郎
氏

⑦
 

が
こ
れ
に
続
く
。
肥
後
氏
は
こ
の
神
に
関
す
る
考
察
を
詳
し
く
行
な
っ
て
お
ら
れ
る
が
、
納
得
で
き
る
点
が
多
く
、
私
の
伊
和
大
神
像
も
、

氏
の
論
か
ら
得
た
も
の
が
多
い
。
氏
は
三
つ
の
神
名
の
う
ち
「
伊
和
大
神
」
を
、
他
よ
り
来
た
れ
る
神
で
な
く
、
そ
の
土
地
に
本
来
あ
る
と

こ
ろ
の
土
着
神
的
性
格
の
神
と
捉
え
、
こ
の
点
を
強
調
さ
れ
る
。
ま
た
「
大
汝
命
」
と
の
混
同
に
つ
い
て
は
、
伊
和
大
神
が
国
作
り
を
し
た

神
で
あ
っ
た
こ
と
に
着
目
し
、
こ
の
伝
承
を
、
各
地
に
存
し
て
い
た
国
作
神
話
の
一
と
し
て
い
る
の
は
傾
聴
に
値
し
よ
う
。
そ
れ
ら
各
地
の

国
作
神
話
は
、
大
和
朝
廷
の
統
一
事
業
に
よ
っ
て
総
合
さ
れ
、
大
国
主
神
の
概
念
に
至
り
、
そ
の
影
響
で
、
こ
の
1

一
神
が
混
同
し
て
い
く
と

す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
神
の
系
譜
を
引
く
神
々
に
つ
い
て
も
、
伊
和
大
神
を
祭
神
と
仰
ぐ
伊
和
君
・
伊
和
部
ら
に
よ
る
開
拓
事
業
と
の
関
連

を
述
べ
て
い
る
。
肥
後
氏
以
前
の
説
は
、
必
ず
実
在
し
た
歴
史
事
実
へ
の
洞
察
に
至
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
に
は
じ
め
て
、
こ
の

伝
承
の
成
立
背
景
が
示
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
天
日
槍
命
と
の
国
占
め
争
い
に
つ
い
て
も
、
古
代
社
会
に
お
け
る
土
地
占
取
運
動
の
反

映
と
し
、

「
土
地
」
の
持
つ
意
義
の
重
要
性
に
ま
で
及
ぶ
考
察
を
加
え
て
い
る
。
し
か
し
、
「
葦
原
志
許
乎
命
」
に
つ
い
て
ほ
、
記
紀
の
伝

承
等
を
参
照
し
て
い
る
も
の
の
伊
和
大
神
と
の
混
同
に
関
す
る
具
体
的
考
察
に
は
届
い
て
い
な
い
。
「
大
汝
命
」
を
媒
介
と
し
て
の
混
同
を
、

念
頭
に
お
か
れ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

R
 

当
国
風
土
記
に
見
え
る
出
雲
系
神
々
の
整
理
・
検
討
を
行
な
っ
た
吉
井
氏
も
、
占
国
・
国
作
・
国
堅
の
性
格
が
「
所
謂
所
造
天
下
大
神
」

R
 

大
穴
持
命
の
性
格
に
近
似
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
伊
和
大
神
に
投
影
さ
れ
た
と
す
る
。
大
神
が
出
雲
系
の
神
名
を
有
す
る
の
は
、
系
統
的

な
混
乱
に
よ
る
統
果
で
あ
り
、
明
ら
か
に
別
箇
の
神
で
、
当
国
一
帯
に
、
民
間
で
大
き
な
勢
力
を
有
し
て
い
た
大
神
を
、
中
央
の
政
治
的
意

図
の
下
に
、
当
国
の
国
魂
神
と
し
て
置
か
れ
た
も
の
と
す
る
見
解
で
あ
る
。
ま
た
、
伊
和
大
神
の
原
形
を
、
伊
和
君
等
の
氏
族
神
と
す
る
説

は
、
大
い
に
頷
け
る
。
後
に
、
伝
承
分
布
の
地
図
を
も
と
に
考
察
す
る
が
、
出
雲
系
神
々
の
当
国
に
至
る
経
路
は
、
出
雲
道
か
ら
の
直
接
経

路
よ
り
、
む
し
ろ
三
輪
氏
族
等
に
よ
る
中
央
大
和
か
ら
の
影
響
が
大
で
あ
る
と
さ
れ
、
こ
れ
も
傾
聴
に
足
る
論
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
氏
は
従
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註①
栗
田
氏
『
前
掲
書
』

②
井
上
通
泰
氏
ユ
畑
磨
国
風
土
記
新
考
』

③
松
岡
静
雄
氏
『
播
磨
風
土
記
物
語
』

来
の
、
こ
の
神
の
「
石
の
神
」
的
性
格
ほ
捨
て
て
い
な
い
。

R
 

直
木
氏
も
、
伊
和
大
神
の
原
形
を
、
や
は
り
伊
和
族
の
祭
る
氏
族
神
と
捉
え
、
そ
の
神
威
は
、
宍
禾
・
揖
保
・
筋
磨
郡
を
中
心
に
、
殆
ど

当
国
全
域
に
及
ん
だ
も
の
と
す
る
。
大
汝
命
の
信
仰
と
の
混
合
、
そ
の
伝
播
経
路
に
つ
い
て
は
、
吉
井
氏
と
ほ
ぼ
同
じ
見
解
で
あ
る
が
、
一

般
に
伊
和
大
神
の
本
貫
地
と
さ
れ
る
宍
禾
郡
御
方
里
伊
和
村
が
、
古
代
の
幹
線
交
通
路
か
ら
外
れ
た
小
盆
地
で
あ
る
こ
と
の
指
摘
、
ま
た
伊

和
君
が
当
国
風
土
記
以
外
に
は
見
え
ず
、
し
か
も
七
、
八
世
紀
に
は
弱
小
氏
族
に
零
落
し
て
い
る
こ
と
の
指
摘
、
そ
れ
が
お
そ
ら
く
は
五
世

紀
頃
に
、
中
央
勢
力
に
よ
っ
て
追
い
や
ら
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
と
の
指
摘
等
、
氏
の
説
は
、
伝
承
成
立
の
時
代
背
景
、
歴
史
的
事
実
に
つ
い

て
の
考
証
を
大
き
く
進
め
た
も
の
と
し
て
意
義
深
い
も
の
と
思
う
。

以
上
、
先
学
諸
氏
に
よ
る
、
伊
和
大
神
に
つ
い
て
の
代
表
的
諸
説
を
概
饒
し
た
が
、
そ
の
実
像
は
未
だ
曖
昧
模
糊
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
論
を
踏
ま
え
た
上
で
、
残
さ
れ
た
課
題
と
、
研
究
の
視
点
を
私
は
以
下
の
よ
う
に
考
え
る
。
．

伝
承
と
は
、
時
代
の
変
遷
の
中
で
、
或
い
は
分
離
さ
れ
、
或
い
ほ
混
同
さ
れ
、
統
果
さ
れ
、
潤
色
さ
れ
て
変
容
を
遂
げ
て
い
く
も
の
で
あ

る
。
当
国
風
土
記
の
伊
和
大
神
伝
承
も
、
当
然
例
外
で
は
あ
り
得
な
い
。
そ
の
変
容
過
程
を
一
層
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
第
一
の
大
き
な

課
題
で
あ
る
。
そ
し
て
様
々
に
規
定
さ
れ
て
き
た
伊
和
大
神
の
性
格
を
再
考
す
る
こ
と
、
複
数
の
神
名
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
考
察
を
加

え
、
そ
こ
に
至
る
具
体
的
経
過
を
さ
ら
に
考
証
し
、
進
め
る
こ
と
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
課
題
を
、
主
に
第
四
グ
ル
ー
プ
の
立
場
に

立
っ
て
検
討
し
、
直
木
氏
の
論
を
一
段
発
展
さ
せ
、
伊
和
大
神
の
本
貫
地
に
つ
い
て
の
再
考
を
行
な
い
た
い
。

⑪

⑫

 

ま
た
、
福
田
と
く
子
氏
、
福
島
好
和
氏
の
論
文
等
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
伝
承
を
時
間
の
経
過
の
中
で
捉
え
な
が
ら
、
そ
の
分
布
を
考
え
る

に
あ
た
っ
て
は
数
量
の
み
に
囚
わ
れ
、
一
元
的
に
見
る
に
終
わ
っ
て
い
る
も
の
が
意
外
に
多
い
こ
と
か
ら
、
地
図
に
お
け
る
伝
承
分
布
を
も
、

時
間
の
流
れ
を
考
慮
し
つ
つ
見
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
伝
承
を
語
り
つ
い
で
き
た
、
所
謂
伝
承
荷
担
者
の
問

題
に
つ
い
て
の
考
証
が
、
未
だ
不
充
分
で
あ
る
。
以
上
の
課
題
を
意
識
し
な
が
ら
、
私
が
捉
え
る
伊
和
大
神
像
を
述
ぺ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
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B
 
A 

〇
…
「
伊
和
大
神
」

〇
…
「
大
神
」

『
播
磨
国
風
土
記
』
に
現
わ
れ
る
伊
和
大
神
（
時
に
は
、
単
に
「
大
神
」
）
・
葦
原
志
許
乎
命
、
大
汝
命
は
全
て
同
神
と
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
神
名
に
よ
る
伝
承
に
加
え
て
、
こ
の
神
の
系
譜
を
引
く
神
々
の
伝
承
、
関
連
伝
承
四
十
九
条
を
、
表
と
、
伝
承
の
分
布
を

示
す
地
図
に
作
成
し
た
。

表
1
で
は
、
そ
の
記
載
順
序
に
従
っ
て
、
登
場
す
る
神
名
を
あ
げ
て
い
る
。
多
く
現
わ
れ
る
神
名
は
記
号
化
し
、
視
覚
的
に
捉
え
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
の
神
名
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
記
し
、
備
考
欄
に
は
、
伊
和
大
神
と
の
関
係
を
記
入
し
た
。
記
号
で
表
わ
し
た

「
占
レ
国
之
神
」

〇
…
「
大
汝
命
」

〇
…
「
大
汝
少
日
子
根
命
」

の
は
、
次
の
神
名
を
も
っ
て
登
場
す
る
神
々
で
あ
る
。

一
般
に
、

(—) 

伊
和
大
神
関
係
の
記
事

⑧ ⑦ ⑥ ⑤
 
④
 

―
-
、
伊
和
大
神
に
つ
い
て
の
考
察

高
藤
昇
氏
「
伊
和
大
神
考
」
（
『
国
学
院
雑
誌
』
昭
和
一
―
-
+
―
年
十
二

月
号
所
収
）

鵜
殿
正
元
氏
「
播
磨
国
風
土
記
の
説
話
と
、
そ
の
地
名
伝
承
」
（
『
朋

大
教
養
部
論
集
』

41
所
収
）

『
播
磨
国
風
土
記
』
揖
保
郡
出
水
里
美
奈
志
川
条
。

肥
後
和
男
氏
『
風
土
記
抄
』

吉
井
良
隆
氏
「
播
磨
国
風
土
記
に
現
わ
れ
た
る
出
雲
系
の
神
々
に
つ

⑫ 

い
て
」
（
『
神
道
史
研
究
』
第
二
巻
第
四
号
所
収
）

⑨
『
出
雲
国
風
土
記
』
出
雲
郡
御
埼
山
条

⑩
『
兵
庫
県
史
』
第
一
巻
第
六
章
第
一
節

⑪
福
田
と
く
子
氏
「
播
磨
国
風
土
記
と
伊
和
大
神
」
（
『
親
和
国
文
』
第

五
号
所
収
）

福
島
氏
「
前
掲
論
文
」
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胃 農 誓讐

17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 No. 

9 速瑞里 9 讚里吉J容II＾讚郡~容 水出 保揖里粒丘 廣里山 ' ' 林里田 越里御橋部山 9 香山里 枚野 伊和里 英賀里 地
凍野 按見 奈志J里美ll 稲種山伊勢野 豆村阿 丘里笞

名

00  0 00  A 

0 0 00  B 

゜
C 

゜
D 

9 廣比賣命 佐用都賣命比 玉^津女命日 石龍古命比・ 賣石龍比命 伊都古命勢比
火命明・ 賀比品阿

i そ
胃巴賛容 貨石龍命 i 伊勢命・

の

神i 他の
神

名

神子大之 1^3よ 大神扶妹 伊大和神子 1^に2 大伊和神子

大伊

汝命子之 大神和之

で 、り ：： 伊合子和 備
あ柱 ・子

賣扉都比之弟 3 あると

盗； 
考
卜

D
 
c
 

表

1 o
 .
. ,
「
葦
原
志
許
乎
命
」

0
 
••• 

「
大
物
主
葦
原
志
許
」
で
、

C
に
属
す
る
も
の
と
考
え
た
。

o
 ..
. 
「
天
日
槍
命
」
「
天
日
梓
命
」

O・ 
.. 
C

無）
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託
賀

神
前

宍
禾

42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 

柏
原
里
笙
戸

婁
濃
里

（
宍
禾
郡
矢
田
村
）

比
治
里
宇
波
良
村

ク
比
良
美
村

ク
川
音
村

ク
庭
音
村

ク

奪

谷

ク

稲

春

苓

高
家
里

柏
野
里
伊
奈
加
川

ク
飯
戸
阜

石
作
里
阿
知
賀
山

ク
伊
加
麻
川

雲
箇
里
ク
波
加
村

御
方
里
ク
伊
加
村

（
神
前
郡
山
埼
村
）

聖
岡
里

多
舵
里
梗
岡

ク
八
千
軍

黒
田
里
衰
布
山

ク
支
閑
丘

安
師
里

゜゚
00  

000  

゜00  
゜
000 

゜00  ゚
゜゚ ゜゚0

0

 
゜゚

宗
形
大
神
奥
津
嶋
比
売
命
・
（
伊
和
大
神
の
子
）

宗
形
大
神

建
石
敷
命

（
安
師
比
賣
神
）

阿
和
加
比
賣
命

玉
足
日
子
・
玉
足
日
賣
命
・
大
石
命

許
乃
波
奈
佐
久
夜
比
賣
命

任
伊
和
大
神
之
子

(41
と
同
神
）

大
神
之
妻

大
神
之
子
・
玉
足
日
子
・
日
女
之
子

伊
和
大
神
之
妹

伊
和
大
神
之
子
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こ
の
表
1
を
も
と
に
し
て
、
伊
和
大
神
に
関
係
す
る
神
々
を
さ
ら
に
記
号
化
し
、
そ
の
伝
承
の
分
布
を
見
よ
う
と
す
る
の
が
図
1
の
目
的

で
あ
る
。

図
1
か
ら
、
こ
れ
ら
の
伝
承
が
、
ほ
ぼ
全
域
に
及
ん
で
い
る
こ
と
が
一
見
し
て
判
る
が
、
「
伊
和
大
神
」
の
名
に
お
い
て
の
伝
承
は
、
宍

禾
郡
、
讃
容
郡
、
揖
保
郡
北
部
に
集
中
し
、
「
大
汝
命
」
の
伝
承
は
、
出
雲
道
と
山
陽
道
の
交
わ
る
紡
磨
郡
南
部
と
、
印
南
川
を
瀕
っ
た
賀

毛
郡
西
部
に
特
徴
的
に
集
中
す
る
分
布
を
見
せ
る
。
ま
た
「
葦
原
志
許
乎
命
」
の
伝
承
は
「
天
日
槍
命
」
を
伴
っ
て
、
こ
れ
も
特
徴
的
な
分

（表
1
の
49)

布
傾
向
を
見
せ
、
殆
ど
揖
保
川
流
域
に
限
ら
れ
て
存
す
る
伝
承
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
一
っ
、
美
蔽
郡
志
深
里
条
に
離
れ
て
存

①
 

在
す
る
が
、
こ
れ
は
「
八
戸
桂
須
御
諸
命
大
物
主
葦
原
志
許
」
で
あ
り
、
他
と
、
若
干
性
格
を
異
に
す
る
こ
と
は
、
そ
の
記
事
内
容
か
ら

も
明
ら
か
で
あ
る
。

大
神
の
系
譜
を
引
く
神
々
の
伝
承
は
、
極
め
て
広
範
囲
に
及
び
興
味
深
い
。
特
に
集
中
す
る
の
が
、
讚
容
・
託
賀
郡
な
ど
の
周
辺
山
間
部

で
あ
る
こ
と
も
、
考
察
の
必
要
が
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

賀
古
•
印
南
両
郡
は
、
こ
れ
ら
の
伝
承
を
全
く
有
し
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
、
条
数
自
体
が
少
な
い
上
に
、
中
央
と
の
関
連
の
深
い
地
域

で
あ
り
、
有
名
な
景
行
天
皇
の
妻
訪
い
伝
承
が
あ
っ
た
こ
と
も
重
な
っ
て
、
伝
承
主
体
が
天
皇
関
係
に
な
り
が
ち
で
あ
っ
た
た
め
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
、
こ
の
両
郡
に
伊
和
大
神
伝
承
が
も
と
よ
り
な
か
っ
た
と
は
決
し
て
言
え
な
い
。
寧
ろ
実
際
に
は
、
図
1
に
見
ら

美
蔽

賀
毛

49 48 47 46 45 44 43 

都
麻
里
都
太
岐

法
太
里
ク

塞

坂

下
鴨
里

楢
原
里
飯
盛
嵩

ク

梗

岡

志
深
里

000  

（゚
八
戸
桂
須
御
諸
命
）

ク

建
石
命

ク

(37
と
同
神
と
思
わ
れ
る
。
）
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＾宍＾筋
同禾同磨
し郡ツ郡

伊石胎伊地
和作和和
村里里里

表
ま
た
、

⇔
 
る。

2
 

、 と伊

有有無有の和
関大
連神

（
大
汝
命
）

（
雄
略
天
皇
）

本
名
伊
和

本
名
神
酒

備

考

一
表
1
池

＇ 

31 

36 32 2
 

伊
和
大
神
1
1
岩
大
神
の
連
想
か
ら
、
こ
の
神
の
原
形
を
石
神
と
す

る
こ
れ
ま
で
の
説
に
つ
い
て
は
、
私
は
否
定
的
に
考
え
て
い
る
。
何

で
あ
る
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
新
し
い
時
期
の
伝
承
が
入
り
や
す
か
っ
た
の

そ
の
分
布
が
、

れ
る
以
上
に
広
い
分
布
を
持
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
何
故
な
ら
、
当
国
風
土
記
に
そ
の
記
載
の
な
い
明
石
郡
・
赤
穂
郡
に
伊
和
都
比

②
 

賣
神
社
（
伊
和
大
神
の
妻
神
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
）
が
あ
り
、

さ
ら
に
東
西
へ
広
が
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ

伊
和
大
神
の
変
容
過
程
に
つ
い
て

1
、
氏
族
神
的
性
格
ー
「
伊
和
大
神
」

伊
和
大
神
は
本
来
、
他
の
土
地
か
ら
来
た
神
で
は
な
く
、
「
伊
和
君
等
の
祭
る
氏
族
神
」
が
こ
の
神
の
原
形
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

吉
井
氏
・
直
木
氏
の
論
に
学
ぶ
と
お
り
、
そ
の
性
格
の
類
似
か
ら
、
後
に
出
雲
系
の
神
と
混
同
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
性
格

と
は
、
何
よ
り
も
伊
和
大
神
が
国
作
を
為
す
神
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
国
作
伝
承
は
、
お
そ
ら
く
古
く
は
各
地
に
存
在
し
、
そ
れ
が

中
央
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
神
が
国
作
伝
承
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
極
め
て
古
い
時
期
の
伝
承
に
も
と
づ
一

く
も
の
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
伊
和
大
神
は
、
非
常
に
古
い
時
期
か
ら
当
国
に
存
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
伊
和
族
」
に
つ
い
て
は
、
地
名
と
そ
の
名
を
同
じ
く
し
、
そ
の
氏
族
神
が
地
名
と
氏
族
名
を
そ
の
名
に
し
て
い
る
こ
と
を
考
え

る
と
き
、
こ
の
神
の
「
地
主
神
」
的
性
格
は
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。
そ
し
て
こ
の
氏
族
の
勢
力
範
囲
の
広
か
っ
た
こ
と
は
、
イ
ワ
の
名
を

持
つ
地
名
が
、
当
国
風
土
記
に
四
も
数
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
考
え
ら
れ
よ
う
（
表
2
)
。
表
2
か
ら
判
る
よ
う
に
、
能
磨
郡
胎
和
里
は
伊

和
大
神
伝
承
を
記
載
し
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
新
し
い
時
期
の
伝
承

が
介
入
し
て
い
て
、
そ
れ
を
選
ん
だ
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
の
地
域
ほ

郡

名

名
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故
な
ら
「
芍
」
は
、
古
代
に
お
い
て
ほ
「
イ
ハ
」
で
な
く
て
は
な
ら
ず
、
そ
れ
な
ら
ば
「
伊
波
」
等
に
記
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
石
を
「
伊

和
」
に
表
わ
し
た
例
も
、
「
イ
ワ
」
の
読
み
で
「
石
」
を
表
わ
し
た
例
も
古
代
の
文
献
に
全
く
見
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
神
に
系
譜
的
に
結
び
つ
く
神
々
に
、
「
石
」
、
「
玉
」
な
ど
、
石
に
関
連
す
る
名
を
有
す
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
は
認
め
る
が

露
●5
•
4
4
.
4
5
1
9
)

、
系
譜
的
結
合
は
、
し
ば
ら
く
後
の
こ
と
で
あ
り
、
伊
和
大
神
の
原
形
と
は
自
ず
か
ら
別
問
題
で
あ
る
。
『
播
磨
国
風

土
記
』
は
、
他
に
も
石
神
信
仰
が
こ
の
地
に
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
お
り
、
合
わ
せ
て
石
の
宝
殿
の
存
在
、
家
島
、
沼
島
に
現
存
す
る
石
神

信
仰
・
巨
岩
信
仰
等
を
考
え
る
と
、
伊
和
大
神
と
は
全
く
別
に
、
石
に
関
連
す
る
神
々
が
多
数
存
し
た
と
推
察
す
る
に
容
易
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
考
察
か
ら
、
伊
和
大
神
は
、
石
神
的
性
格
を
伴
わ
な
い
、
伊
和
族
の
氏
族
神
と
い
う
形
を
そ
の
原
形
と
す
る
神
で
あ
っ
た
と
考

2
、
国
土
経
営
神
的
性
格

先
の
原
形
を
有
し
て
い
た
伊
和
大
神
は
、
国
土
経
営
神
的
な
神
の
姿
へ
と
、
第
一
の
変
容
を
遂
げ
る
。
こ
の
変
容
を
進
め
た
の
は
、
伊
和

大
神
を
氏
族
神
と
す
る
伊
和
族
自
身
と
考
え
る
。
こ
の
時
期
か
ら
、
彼
ら
の
土
地
開
拓
・
占
有
の
事
業
は
開
始
さ
れ
た
。

神
に
よ
る
国
占
め
の
意
義
、
ま
た
そ
こ
に
お
け
る
「
国
」
の
概
念
規
定
に
つ
い
て
は
、
横
田
健
一
氏
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
お
ら
れ
も
「
国
と
言
わ
れ
た
も
の
は
稲
の
生
う
る
耕
地
、
農
業
の
生
産
を
行
う
場
所
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
決
し
て

今
日
の
ご
と
く
（
中
略
）
政
治
的
な
共
同
体
の
居
住
地
が
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
」
と
。
さ
ら
に
、
「
豊
作
を
も
た
ら
●
て
く
れ
る

神
々
を
中
心
と
し
て
、
呪
術
的
祭
像
を
共
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
る
、
村
落
的
な
ク
ニ
と
い
う
も
の
を
我
々
は
想
察
す
る
こ
と

が
出
来
よ
う
。
」
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
の
考
察
に
あ
た
り
、
大
い
に
示
唆
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
神
が
そ
の
国
を
占
め
る
と
は
、
そ
の
土
地
に
祭
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
霊
威
と
呪
力
に
よ
り
、
豊
作
を
も
た
ら
す
こ
と

に
他
な
ら
ず
、
こ
う
し
た
神
話
伝
承
の
背
後
に
は
集
団
同
志
の
争
い
、
村
落
同
志
の
耕
地
先
占
の
争
い
と
い
っ
た
歴
史
的
事
象
が
必
ず
存
し

た
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

え
た
い
。
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こ
の
視
点
で
捉
え
る
と
き
、
当
国
風
土
記
に
お
い
て
、
先
を
争
っ
て
国
占
め
を
し
よ
う
と
す
る
伊
和
大
神
の
姿
は
、
そ
の
ま
ま
伊
和
族
の

土

地

占

有

の

事

業

を

物

語

る

も

の

と

考

え

ら

れ

る

。

．

表
1
の
1
.
2
.
8
.
1
0
.
1
2

こ
う
し
た
伊
和
族
に
よ
る
国
占
め
の
事
業
が
進
め
ら
れ
る
中
で
、
神
の
系
譜
的
結
合
の
現
象
が
現
わ
れ
る
。
ご
1
5
.
1
6
.
1
7
.
1
9
.
3
1
.
3
3
.

こ
れ
ら
の
神
々
は
、
伊
和
大
神
と
の
系
譜
的
関
連
性
を
、
も
と
か
ら
有
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
例
え
ば
筋
磨
郡
英

（表

1
の
1
)

（表

1
の
8
)

・

（

表

1
の
1
3
.
1
5
)

岬
血
如
）

賀
里
の
阿
賀
比
古
神
・
阿
賀
比
賣
神
、
揖
保
郡
林
田
里
伊
勢
野
の
伊
勢
都
比
古
命
・
伊
勢
都
比
賣
命
、
讚
容
郡
の
賛
容
都
比
賣
命
、
宍
禾
郡

（表
1
の
31)

石
作
里
阿
和
賀
山
の
阿
和
加
比
賣
命
等
の
神
々
は
、
何
れ
も
地
名
を
神
名
に
し
て
お
り
、
各
地
域
の
集
団
に
よ
っ
て
祭
ら
れ
て
い
た
在
地
の

神
で
あ
っ
た
と
思
う
。
こ
れ
ら
の
神
々
が
伊
和
大
神
と
の
関
連
を
持
っ
た
の
は
、
伊
和
族
の
国
土
開
拓
事
業
に
よ
っ
て
、
「
国
占
め
」
を
さ

れ
た
た
め
と
私
は
考
え
て
い
る
。
「
国
占
め
」
ら
れ
た
歴
史
的
事
象
と
、
長
い
間
そ
の
土
地
に
豊
作
を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
神
へ
の
捨
て
難

い
在
地
信
仰
、
そ
の
両
者
の
接
点
で
あ
り
妥
協
点
で
あ
っ
た
の
が
「
系
譜
的
結
合
」
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

勿
論
、
伊
和
族
の
国
占
め
事
業
も
そ
う
安
易
に
は
進
ま
な
い
。
中
に
は
、
祭
儀
的
支
配
を
含
む
他
氏
族
の
介
入
を
容
易
に
許
さ
な
い
地
域

（表
1
の
1

3

.

1

5

)

'

（表
1
の
30)

も
出
て
く
る
。
賛
容
都
比
賣
命
を
祭
神
と
す
る
讚
容
郡
、
安
師
比
賣
神
を
祭
神
と
す
る
宍
禾
郡
安
師
里
は
、
こ
の
代
表
的
な
例
で
あ
ろ
う
。

賛
容
都
比
賣
命
は
、
鹿
を
捕
え
て
そ
の
腹
を
割
き
、
そ
の
血
に
稲
を
種
い
て
一
夜
の
う
ち
に
苗
を
生
え
さ
せ
る
と
い
う
、
紛
れ
も
な
い
そ
の

呪
力
に
よ
っ
て
伊
和
大
神
を
他
処
へ
去
ら
せ
る
比
賣
神
で
あ
る
。
こ
の
伝
承
は
、
正
し
く
国
占
め
争
い
を
示
し
て
お
り
、
こ
の
耕
地
占
有
の

R
 

争
い
に
伊
和
大
神
は
敗
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
伊
和
族
の
国
占
め
事
業
は
予
定
通
り
に
進
ま
ず
、
争
い
の
名
残
り
に
、
妥
協
点
と
し
て
の

系
譜
的
結
合
を
、
わ
ず
か
に
伝
え
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

同
様
の
困
難
は
、
安
師
里
に
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
地
の
集
団
が
祭
る
安
師
比
賣
神
は
、
伊
和
大
神
の
妻
問
い
を
、
「
固
く
辞
ぴ
て
聴

か
」
な
か
っ
た
比
売
神
で
あ
る
。
伝
承
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
大
神
が
大
変
怒
り
、
川
の
源
を
塞
い
だ
の
で
、
今
も
水
が
少
な
い
と
伝
え
て
お

仇
‘
こ
こ
で
は
伊
和
族
の
国
占
め
は
成
就
し
た
ら
し
い
。
水
争
い
が
示
す
の
は
、
耕
地
先
占
争
い
に
他
な
ら
ず
、
大
神
の
怒
り
は
、
争
い
の

激
し
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て
興
味
深
い
の
は
、
固
く
辞
ぶ
安
師
比
賣
神
の
姿
勢
が
、
恐
ら
く
そ
の
ま
ま
に
、
こ
の
神
を
祭
る
集
団
の

姿
勢
を
表
わ
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
集
団
は
国
占
め
争
い
に
敗
れ
て
も
、
祭
儀
的
支
配
を
決
し
て
許
さ
ず
、
安
師
比
賣
神
は
、
伊
和
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大
神
と
系
を
同
じ
う
す
る
こ
と
を
拒
否
し
た
の
で
あ
る
。

又
、
図
1
か
ら
、
大
神
の
妻
神
・
御
子
神
の
分
布
は
、
讚
容
郡
・
託
賀
郡
の
周
辺
山
間
部
に
集
中
す
る
こ
と
は
先
に
指
摘
し
た
。
こ
れ
ら

の
地
域
は
、
現
在
の
交
通
網
が
発
達
す
る
時
勢
に
あ
っ
て
も
都
市
圏
か
ら
離
れ
、
素
朴
な
田
園
風
景
を
見
せ
て
く
れ
る
。
古
代
に
あ
っ
て
は

特
に
、
当
国
の
中
心
的
地
域
を
離
れ
、
そ
こ
で
独
自
の
社
会
を
、
比
較
的
小
さ
い
規
模
で
営
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
必
ず
、
そ
の

地
域
独
自
の
神
へ
の
根
強
い
信
仰
が
存
し
て
い
た
。
伊
和
族
の
国
土
統
合
が
及
ん
だ
時
、
伊
和
大
神
と
系
譜
を
結
ん
だ
の
は
こ
れ
ら
の
神
で

こ
の
よ
う
に
、

「
国
土
経
営
神
的
性
格
」
へ
変
容
し
た
伊
和
大
神
の
、
当
国
の
神
話
伝
承
に
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
。
様
々
な
問
題
を

地
域
に
内
在
さ
せ
な
が
ら
、
伊
和
族
の
国
占
め
事
業
は
進
め
ら
れ
、
伊
和
大
神
は
そ
れ
に
伴
っ
て
多
く
の
神
々
を
、
系
譜
的
に
己
へ
と
つ
な

い
で
い
っ
た
の
で
あ
る
。

3
、
闘
争
神
的
性
格
ー
ー
「
葦
原
志
許
乎
命
」

国
土
経
営
を
進
め
て
い
く
中
で
、
伊
和
族
は
大
き
な
障
害
に
ぶ
つ
か
っ
た
。
天
日
槍
命
の
登
場
で
あ
る
。
こ
こ
で
伊
和
大
神
は
1

一
度
目
の

変
容
、
即
ち
闘
う
神
、
葦
原
志
許
乎
命
へ
の
変
容
を
迫
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（表
1
の
34.39)

こ
の
性
格
が
こ
の
位
置
に
想
定
さ
れ
る
の
は
、
表
1
と
図
ー
に
よ
る
。
表
1
を
見
る
と
、
天
日
槍
命
は
、
伊
和
大
神
と
二
度
、
葦
原
志
許

（表
1
の
1
1
.
2
5
.
2
8
．
茄
）

乎
命
と
四
度
出
会
っ
て
い
る
が
、
大
汝
命
と
出
会
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
後
者
が
異
な
る
時
期
に
伝
播
し
た
伝
承
で
あ
る
の
ほ
容
易
に
推
察

さ
れ
、
伊
和
大
神
と
葦
原
志
許
命
は
天
日
槍
命
を
媒
介
に
重
な
り
を
見
せ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
時
期
的
に
近
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
又
、
図

1
を
見
る
と
、
伊
和
大
神
は
、
葦
原
志
許
乎
命
、
大
汝
命
の
伝
承
に
座
を
追
わ
れ
つ
つ
、
最
も
広
範
囲
に
分
布
し
、
早
い
時
期
の
伝
播
で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
お
り
（
そ
の
性
格
は
前
項
参
照
）
、
こ
れ
に
対
し
て
大
汝
命
の
伝
承
は
、
最
も
遅
く
南
か
ら
伝
播
し
た
と
読
み
と
れ
る
（
次
項

参
照
）
。
こ
れ
ら
の
考
察
か
ら
、
闘
争
神
「
葦
原
志
許
乎
命
」
を
こ
こ
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。

さ
て
、
図
1
か
ら
判
る
よ
う
に
、
葦
原
志
許
乎
命
と
天
日
槍
命
と
の
争
い
の
伝
承
ほ
揖
保
川
流
域
に
集
中
す
る
。
揖
保
川
は
、
上
流
が
宍

あ
っ
た
。
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禾
郡
御
方
里
を
経
て
、
但
馬
国
へ
と
延
び
て
い
る
川
で
あ
る
が
、
天
日
槍
命
を
信
仰
す
る
一
団
が
、
か
な
り
の
強
い
勢
力
を
も
っ
て
、
こ
の

水
路
沿
い
に
活
動
し
、
流
域
に
伝
承
を
留
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
闘
争
神
葦
原
志
許
乎
命
が
多
く
勝
利
を
得
、
天
日
槍
命
の
族
の
、
当
国
に
お
け
る
勢
力
拡
大
の
意
図
は
達
成
さ
れ
な
か
っ
た
。

宍
禾
郡
御
方
里
に
は
、
1

一
神
が
黒
葛
を
一
1

一
条
ず
つ
投
げ
た
と
こ
ろ
、
天
日
槍
命
の
黒
葛
は
皆
但
馬
国
に
落
ち
た
の
で
そ
こ
を
占
め
、
葦
原
志

⑦
 

許
乎
命
の
投
げ
た
黒
葛
は
但
馬
国
気
多
郡
、
夜
夫
郡
（
養
父
郡
）
と
、
こ
の
御
方
里
に
落
ち
た
と
す
る
伝
承
を
残
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
天

日
槍
命
は
御
方
里
か
ら
但
馬
国
へ
と
引
き
下
が
っ
て
い
く
が
、
こ
の
伝
承
が
、
天
日
槍
命
を
信
仰
す
る
一
団
が
但
馬
国
へ
去
っ
て
い
っ
た
こ

（表
1
の
39)

（表
1
の
40)

な
お
、
当
国
風
土
記
神
前
郡
多
舵
里
梗
岡
条
・
同
八
千
軍
条
の
記
事
は
、
天
日
槍
命
の
勢
力
が
去
っ
た
後
に
、
過
去
の
争
い
の
伝
承
の
み

が
伝
わ
っ
た
も
の
と
見
て
さ
し
つ
か
え
な
い
。
こ
の
二
例
に
限
っ
て
「
天
日
梓
命
」
に
表
わ
す
の
も
、
伝
承
荷
担
者
が
異
な
っ
た
た
め
か
と

も
推
察
で
き
る
。

4
、
大
汝
命
1

本
貫
地
の
再
検
討

図
1
を
見
る
と
、
「
大
汝
命
」
の
伝
承
は
当
国
南
部
、
し
か
も
東
寄
り
に
集
中
す
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
出
雲
の
神
名
「
大
汝
命
」
の
伝
承

⑧
 

は
、
出
雲
か
ら
直
接
来
た
の
で
は
な
く
、
大
和
朝
廷
側
の
勢
力
を
媒
介
と
し
て
現
わ
れ
た
と
考
え
る
。
吉
井
氏
の
論
に
従
う
と
こ
ろ
で
あ

る
。
よ
っ
て
、
こ
の
神
の
伝
播
は
、
中
央
勢
力
の
侵
入
拡
大
を
意
味
し
て
く
る
。

伊
和
大
神
は
、
国
作
伝
承
を
残
す
等
の
性
格
的
類
似
か
ら
「
大
汝
命
」
と
混
同
さ
れ
、
や
が
て
同
一
視
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ

R
 

れ
は
肥
後
氏
に
よ
っ
て
早
く
示
唆
さ
れ
、
吉
井
氏
・
直
木
氏
ら
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
勢
力
に
追
わ
れ
、
R
 

伊
和
族
は
こ
れ
以
後
零
落
の
一
途
を
辿
る
の
で
あ
る
が
、
直
木
氏
は
そ
の
時
期
を
五
世
紀
と
し
、
理
由
を
以
下
の
よ
う
に
考
証
さ
れ
る
。
明

石
国
造
・
針
間
鴨
国
造
は
土
着
豪
族
で
あ
る
が
、
播
磨
中
央
部
を
支
配
す
る
播
磨
国
造
佐
伯
直
氏
は
、
伴
造
系
豪
族
佐
伯
連
と
関
係
を
持
つ

あ

が

の

こ

氏
族
で
あ
り
、
そ
の
祖
先
は
応
神
天
皇
の
播
磨
巡
幸
に
従
っ
て
移
住
し
て
き
た
側
近
阿
我
能
胡
と
伝
え
ら
れ
る
。
播
磨
国
造
の
こ
う
し
た
性

と
を
示
す
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
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笛 る。 格
や
伝
承
は
、
五
世
紀
頃
に
伊
和
君
か
ら
佐
伯
直
へ
の
勢
力
の
交
替
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
最
も
よ
く
理
解
で
き
る
と
。
即
ち
伊
和
族
の
勢

力
が
強
か
っ
た
が
た
め
に
こ
そ
生
じ
た
勢
力
の
交
替
で
あ
り
、
国
譲
り
で
あ
っ
た
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
見
解
を
認
め
た
上
で
、
零
落
す
る
伊
和
族
の
行
方
を
見
る
と
、
彼
ら
は
新
勢
力
に
追
わ
れ
、
次
第
に
辺
境
の
地
へ
と
逃
れ
て
宍
禾
郡

御
方
里
伊
和
村
に
至
り
、
こ
こ
に
大
神
の
鎮
座
地
を
求
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
と
ら
え
て
お
き
た
い
の
が
「
鎮
座
」
の
意
義
で
あ

⑪
 

る
。
風
土
記
宍
禾
郡
御
方
里
伊
和
村
条
に
は
、
国
作
を
終
え
て
自
ら
棺
に
入
る
伊
和
大
神
の
姿
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
の
鎮
座
と
は
、

⑫
 

神
の
死
を
表
わ
す
の
で
あ
る
。
そ
う
考
え
る
と
き
、
本
貫
地
再
検
討
の
必
要
性
が
出
て
く
る
。
直
木
氏
の
、
伊
和
神
社
の
北
向
き
の
社
が
国

譲
り
の
象
徴
で
あ
る
と
の
説
を
も
合
わ
せ
考
え
る
な
ら
ば
、
一
般
に
伊
和
大
神
の
本
貫
地
と
さ
れ
る
宍
禾
郡
の
伊
和
村
は
、
実
は
追
わ
れ
て

逃
れ
た
先
で
あ
り
、
国
譲
り
を
し
て
隠
退
し
、
伊
和
大
神
が
そ
こ
に
坐
す
「
大
名
持
御
魂
神
」
へ
と
、
最
後
の
変
容
を
遂
げ
る
地
で
あ
っ

て
、
そ
れ
は
本
貫
地
と
は
別
の
も
の
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
で
は
本
来
の
本
貫
地
は
何
処
で
あ
っ
た
か
。
紡
磨
郡
伊
和
里
で
あ
っ
た
と
私
は
考
え
る
。
紡
磨
郡
は
、
常
に
当
国
の
中
心
地
域
で
あ

っ
た
地
で
、
か
く
も
勢
力
を
盛
ん
に
し
た
伊
和
族
の
本
貫
地
と
す
る
に
相
応
し
い
。
ま
た
、
伊
和
村
を
先
の
よ
う
に
退
け
る
と
き
、
表
2
か

ら
も
、
そ
の
本
貫
地
は
能
磨
郡
伊
和
里
以
外
に
比
定
で
き
な
い
。

・（宍禾）

そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
、
能
磨
郡
伊
和
里
条
に
「
積
幡
郡
伊
和
君
等
族
到
来
居
ー
ー
於
此
＿
故
琥
＝
伊
和
部
こ
と
見
え
る
こ
と
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
能
磨
は
後
に
も
当
国
の
中
心
地
域
で
国
衡
も
存
在
し
、
強
く
中
央
の
影
響
を
受
け
る
の
で
あ
る
か

ら
、
勢
力
交
替
の
後
の
こ
の
地
域
に
、
伊
和
大
神
の
伝
承
は
残
り
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
表
1
か
ら
も
こ
れ
は
判
る
。
そ
こ
で
、
地
名

と
し
て
残
っ
た
伊
和
里
を
説
明
す
る
に
は
、
今
ほ
零
落
し
て
宍
禾
郡
に
あ
る
伊
和
族
か
ら
、
伝
承
を
逆
輸
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

つ
ま
り
こ
の
記
事
は
、
時
期
的
に
極
め
て
遅
く
、
恐
ら
く
伊
和
大
神
の
死
後
、
伊
和
族
零
落
後
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
と
理
解
で
き
る
の
で
あ

伝
承
荷
担
者
の
問
題
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こ
の
よ
う
な
変
容
過
程
を
も
つ
伊
和
大
神
伝
承
に
お
い
て
、
伝
承
荷
担
者
の
問
題
は
非
常
に
捉
え
難
く
曖
昧
で
、
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ

て
も
敢
え
て
触
れ
ら
れ
ず
に
来
た
傾
向
が
あ
る
。
そ
れ
は
何
よ
り
も
、
こ
の
神
を
祭
神
と
し
た
伊
和
族
が
早
く
に
没
落
し
、
当
国
風
土
記
以

外
の
文
献
に
そ
の
行
方
を
全
く
残
し
て
い
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
五
世
紀
頃
に
没
落
し
た
は
ず
の
神
の
伝
承
を
、
八
世
紀
に
編
纂
さ

れ
た
風
土
記
に
こ
れ
ほ
ど
多
く
留
め
る
の
は
、
そ
の
間
に
こ
れ
ら
の
伝
承
を
語
り
継
い
だ
人
々
が
必
ず
い
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
無
視

で
き
な
い
問
題
で
あ
る
。
今
、
前
節
で
考
証
し
た
大
神
の
変
容
に
沿
っ
て
そ
の
考
察
を
行
な
う
。

1
か
ら

3
の
、
氏
族
神
的
性
格
、
国
土
経
営
神
的
性
格
、
闘
争
神
的
性
格
を
有
す
る
伝
承
は
、
当
初
伊
和
族
自
身
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ

れ
は
そ
の
ま
ま
伊
和
族
自
体
の
性
格
の
変
遷
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
国
土
経
営
神
段
階
に
現
わ
れ
る
妻
神
・
御
子
神
ら
の

伝
承
は
、
そ
れ
ら
の
神
々
を
祭
っ
て
い
た
在
地
の
人
々
が
語
り
伝
え
た
も
の
と
思
う
。
そ
れ
ら
の
信
仰
が
根
強
く
消
し
難
い
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
は
先
に
考
察
し
た
。
そ
こ
に
定
住
す
る
人
々
は
、
こ
れ
ら
の
神
を
代
々
祭
り
、
そ
の
神
に
付
随
す
る
形
で
大
神
伝
承
は
後
代
ま
で
伝
え

ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
祭
儀
的
支
配
を
許
さ
な
か
っ
た
地
域
が
、
か
え
っ
て
大
神
伝
承
を
多
く
残
し
た
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。
賛
容
都
比

賣
命
の
伝
承
は
ま
さ
に
こ
の
例
で
、
こ
の
伝
承
ほ
賛
容
都
比
賣
命
側
の
伝
承
を
多
く
残
し
な
が
ら
、
そ
の
神
の
威
力
を
讃
え
る
材
料
と
し
て

⑬
 

大
神
伝
承
を
留
め
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
現
在
も
「
佐
用
都
比
売
神
社
」
が
あ
り
、
こ
の
比
売
神
の
神
威
が
い
か
に
大
き
か
っ
た
か
を
よ

く
伝
え
て
い
る
。

4
の
大
汝
命
と
し
て
の
伝
承
ほ
、
言
う
ま
で
も
な
く
中
央
の
勢
力
に
従
っ
た
地
域
の
そ
れ
で
あ
り
、
時
期
的
に
も
新
し
く
、
さ
し
た
る
問

題
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
伝
承
に
お
い
て
は
、
支
配
者
側
の
そ
れ
が
残
り
、
被
支
配
者
側
の
、
そ
れ
ま
で
の
伝
承
が
消
え
去
っ
て
い
く
こ
と
は

常
で
あ
る
。

そ
れ
以
外
の
多
く
の
伝
承
、
例
え
ば
氏
族
神
段
階
の
大
神
伝
承
は
、
伊
和
族
没
落
後
、
誰
が
伝
え
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
闘
争
神
段
階

の
伝
承
ほ
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。

そ
れ
ら
の
多
く
を
伝
え
た
の
ほ
「
石
作
」
の
名
を
持
つ
氏
族
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
彼
ら
は
一
一
一
度
、
当
国
風
土
記
に
登
場
す
る
。
印

南
郡
大
國
里
伊
保
山
の
「
石
作
連
大
末
」
は
、
仲
哀
天
皇
の
陵
墓
造
築
の
た
め
の
石
材
を
、
神
功
皇
后
に
伴
っ
て
讃
伎
國
羽
若
へ
求
め
に
行
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③ ② ①註

く
人
物
で
、
殖
宮
に
も
関
与
す
る
、
石
棺
・
陵
墓
造
築
に
従
事
し
た
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い

5
。
こ
の
「
石
作
」
こ
そ
伊
和
族
の
後
裔
で

あ
り
、
こ
の
氏
族
が
石
に
関
わ
る
の
は
、
こ
の
時
期
に
近
い
頃
か
ら
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
を
裏
付
け
る
の
が
、
宍
禾
郡
石
作
里
条
の
「
所
昂
払
名
1

一
石
作
1

者
石
作
首
等
居
＝
於
此
村
1

故
庚
午
年
為
―
―
石
作
里
こ

載
で
あ
る
。
加
え
て
こ
の
里
の
本
の
名
は
伊
和
で
あ
り
、
そ
れ
が
天
智
朝
九
年
、
庚
午
年
籍
作
成
の
年
に
地
名
変
更
を
受
け
て
い
る
の
で
あ

る
。
七
世
紀
後
半
の
こ
の
時
期
、
伊
和
族
没
落
以
後
二
世
紀
を
経
て
、
新
勢
力
が
確
立
し
て
い
る
時
期
に
あ
っ
て
、
旧
勢
力
を
象
徴
す
る
地

名
は
、
も
は
や
邪
魔
で
し
か
な
い
。
し
か
も
伊
和
族
が
既
に
氏
族
名
さ
え
変
え
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
故
の
、
当
然
の
地
名
変
更
で

あ
っ
た
。
ま
た
庚
午
年
は
風
土
記
成
立
期
の
僅
か
五
十
年
前
で
あ
り
、
そ
の
成
立
時
期
近
く
に
彼
ら
が
当
地
方
に
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。

そ
の
こ
と
か
ら
も
、
『
播
磨
国
風
土
記
』
編
纂
に
あ
た
っ
て
の
取
材
の
際
に
、
大
神
伝
承
を
多
く
語
り
得
た
の
は
必
ず
彼
ら
で
あ
っ
た
に
違

い
な
い
。

当
国
の
古
代
に
石
作
連
は
あ
と
二
例
、
天
平
年
間
に
現
わ
れ
る
。
天
平
六
年
十
一
月
、
播
磨
国
賀
茂
郡
既
多
寺
の
大
智
度
論
巻
五
十
六
．

⑮
 

五
十
七
の
知
識
、
石
作
連
知
麻
呂
と
、
石
作
連
石
勝
で
あ
る
。
『
兵
庫
県
史
』
に
お
い
て
薗
田
香
融
氏
は
、
既
多
寺
を
「
北
寺
」
と
解
さ
れ

殿
原
廃
寺
（
現
在
の
加
西
市
に
あ
る
。
）
に
あ
て
ら
れ
た
。
対
応
す
る
「
南
寺
」
に
は
繁
昌
廃
寺
を
あ
て
、
こ
の
近
く
の
式
内
社
乎
疑
原
神

社
に
あ
る
白
鳳
期
の
五
尊
石
仏
が
、
知
識
の
功
徳
業
と
し
て
、
こ
の
石
作
連
ら
に
よ
っ
て
造
立
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
お
ら
れ
る
。
彼
ら
は

恐
ら
く
、
か
つ
て
大
神
伝
承
を
伝
え
た
「
石
作
」
達
の
後
で
あ
ろ
う
。

「
石
作
」
ら
は
服
属
以
後
の
伊
和
族
の
姿
で
あ
る
と
、
私
ほ
捉
え
る
も
の
で
あ
る
。

坐
1

-

―
云
竺
神
八
戸
桂
須
御
諸
命
大
物
主
葦
原
志
許
国
堅
以
後

自
レ
天
下
＝
於
三
坂
苓
―
(
『
播
磨
国
風
土
記
』
美
漢
郡
志
深
里
条
）
。

と
も
に
延
喜
式
に
載
せ
る
。

横
田
健
一
氏
「
風
土
記
に
於
け
る
国
の
観
念
」

（
日
本
史
論
集
『
古

⑤④  

代
社
会
と
宗
教
』
所
収
）

佐
用
都
比
賣
命
、
散
用
都
比
賣
命
に
も
作
る
。

所
円
以
云
ー
ー
讃
容
者
大
神
妹
扶
二
柱
各
競
占
レ
国
之
時
妹
玉
津

日
女
命
捕
ー
ー
臥
生
鹿
―
割
ー
ー
其
腹
―
而
種
―
―
稲
其
血
―
勿
一
夜

之
間
生
レ
苗
即
令
ー
一
取
殖
―
爾
大
神
勅
云
汝
妹
者
五
月
夜
殖
哉

の
記
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⑦
 

⑥
 

四
、
結
び
に
か
え
て

神
名
ー
ー
賛
容
都
比
売
命
＿
（
『
播
磨

即
去
一
＿
他
処
―
故
号
―
1

五
月
夜
郡
―

国
風
土
記
』
讃
容
郡
条
）

伊
和
大
神
将
1

一
姿
誂
＿
之
爾
時
此
神
固
辞
不
レ
聴
於
レ
是
大

神
大
膜
以
レ
石
塞
1

川
源
＿
流
一
＿
下
於
三
形
之
方
―
故
此
川
少
レ
水

（
『
播
磨
国
風
土
記
』
宍
禾
郡
安
師
里
条
）

所
＝
＿
以
号
―
l御
形
＿
者
葦
原
志
許
乎
命
与
一
＿
天
日
槍
命
—
到
一
＿
於
黒

土
志
爾
嵩
＿
各
以
一
＿
黒
葛
一
1

一
条
―
着
レ
足
投
之
爾
時
葦
原
志
許

乎
命
之
黒
葛
一
条
落
＝
但
馬
気
多
郡
＿
一
条
落
1
1

夜
夫
郡
1

一
条

落
＝
此
村
ー
故
日
―
-
―
―
一
条
＿
天
日
槍
命
之
黒
葛
皆
落
＿
＿
於
但
馬
国
―

故
占
―
―
但
馬
伊
都
志
地
＿
而
在
之
（
『
播
磨
国
風
土
記
』
宍
禾
郡
御

方
里
条
）

⑧
吉
井
氏
「
前
掲
論
文
」

『
播
磨
国
風
土
記
』
に
見
え
る
伊
和
大
神
伝
承
を
、
そ
の
背
景
と
な
っ
た
歴
史
的
事
象
を
追
う
こ
と
を
試
み
つ
つ
考
察
し
て
き
た
。
先
学

諸
氏
の
論
か
ら
多
く
を
学
ぴ
、
こ
の
神
の
変
容
過
程
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
本
貫
地
の
再
検
討
、
伝
承
荷
担
者
へ
の
考
察
に
及
ぼ
う
と
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
伊
和
大
神
伝
承
は
、
我
が
国
で
広
く
親
し
ま
れ
る
記
紀
神
話
の
物
語
に
体
系
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
、
地
域
の
神
話
の

ひ
と
つ
で
あ
り
、
古
代
の
地
域
固
有
の
神
信
仰
を
記
す
数
少
な
い
神
話
伝
承
史
料
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
古
代
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な

神
話
伝
承
が
地
域
固
有
に
多
数
存
在
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
残
存
す
る
文
献
が
あ
ま
り
に
少
な
く
、
そ
の
実
態
を
捉
え
る
こ
と
は
多
く
の

場
合
困
難
で
あ
る
。
『
播
麿
国
風
土
記
』
に
そ
の
足
跡
を
留
め
た
伊
和
大
神
は
幸
い
で
あ
っ
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

伝
承
と
は
数
多
く
の
要
素
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
そ
の
姿
を
変
え
つ
つ
伝
播
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、
決
し
て
一
元
的
に
捉

え
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。
伊
和
大
神
伝
承
に
限
ら
ず
、
神
話
伝
承
を
考
証
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
神
性
を
不
変
的
固
定
的
に
規
定
し
よ
う
と

⑮ ⑭ ⑬ ⑫
 
⑪ ⑩ ⑨ 

肥
後
氏
『
前
掲
書
』

『
兵
庫
県
史
』
第
一
巻
第
六
章
第
一
節
三
八
九
頁
。

又
云
1

1

於
和
村
一
大
神
國
作
屹
以
後
云
於
和
等
二
於
我
美
岐
―

（
『
播
磨
国
風
土
記
』
宍
禾
郡
御
方
里
伊
和
村
条
）

『
延
喜
式
』
に
「
伊
和
坐
大
名
持
御
魂
神
社
寇
神
」
と
あ
り
、
今
、

宍
栗
郡
一
宮
町
に
「
伊
和
神
社
」
が
あ
る
。

延
喜
式
内
社
で
あ
る
。

此
里
有
レ
山
名
曰
ー
ー
伊
保
山
—
帯
中
日
子
命
乎
坐
＝
於
神
—
而
息

長
帯
日
女
命
率
ー
ー
石
作
連
大
来
一
而
求
1

一
讃
伎
国
羽
若
石
一
也
自
レ

彼
度
賜
未
レ
定
＝
御
廠
I

之
時
大
来
見
顕
故
曰
―
―
美
保
山
ー
（
『
播
磨

国
風
土
記
』
印
南
郡
大
国
里
条
）

『
兵
庫
県
史
』
第
一
巻
第
七
章
第
四
節
七
一
八
—
七
ニ
ー
頁
。
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①註

播
磨
国
大
目
従
八
位
上
楽
浪
河
内
。
勤
造
―
＿
正
倉
f

能
効
1

一
功
績
f

進――

位
一
階
f

賜
ー
ー
施
十
疋
。
布
舟
端
f

(

『
続
日
本
紀
』
和
銅
五
年
七
月

甲
申
条
）

③
 
②
 

す
る
傾
向
は
、
伝
承
と
い
う
も
の
の
本
質
を
無
視
す
る
立
場
で
あ
る
と
考
え
る
。
神
の
性
格
は
絶
対
不
変
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
神
を
信

仰
し
祭
る
集
団
の
性
格
の
変
容
に
応
じ
て
、
時
代
に
従
っ
て
変
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
え
な
い
。
伊
和
大
神
伝
承
の
示
す
神
の
変
容
の

過
程
も
、
こ
の
こ
と
を
よ
く
表
わ
し
て
い
る
。

ま
た
『
播
磨
国
風
土
記
』
は
、
他
国
か
ら
の
移
住
者
の
こ
と
を
多
く
記
し
て
い
る
。
陸
海
の
交
通
が
発
達
し
て
い
た
当
地
に
あ
っ
て
は
当

然
の
こ
と
で
、
そ
れ
ら
が
所
謂
「
伊
和
大
神
出
雲
系
説
」
の
根
拠
に
も
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
が
、
問
題
は
、
そ
の
伝
承
が
最
終
的
に
記
事

①
 

と
し
て
選
択
さ
れ
た
背
景
に
も
あ
る
。
こ
こ
で
一
っ
興
味
深
い
の
は
、
当
国
風
土
記
編
纂
当
時
の
播
磨
国
大
目
楽
浪
河
内
の
存
在
で
あ
る
。

R

③

 

そ
の
編
纂
に
あ
た
っ
て
巨
勢
朝
臣
邑
治
、
石
川
朝
臣
君
子
が
常
に
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、
楽
浪
河
内
に
つ
い
て
は
殆
ど
取
り
あ
げ
ら
れ
て

い
な
い
。
続
日
本
紀
に
よ
る
と
、
彼
は
天
智
1

一
年
に
百
済
よ
り
帰
化
し
た
沙
門
詠
の
子
で
、
文
章
に
秀
で
た
人
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
か

ら
、
当
国
風
土
記
の
編
纂
も
多
く
こ
の
人
の
手
に
よ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
多
く
の
移
住
者
の
う
ち
、
韓
国
か
ら
の
移
住
の
伝
承
が
目
立

っ
て
多
い
の
は
、
こ
の
人
の
関
与
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
当
国
風
土
記
の
問
題
点
は
数
多
く
、
未
だ
研
究
し
尽
さ
れ
て
い
な
い
部
分
が
多
い
。

が
、
そ
れ
ら
の
―
つ
の
足
掛
り
と
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

こ
の
た
び
の
伊
和
大
神
伝
承
の
研
究

正
五
位
上
巨
勢
朝
臣
邑
治
為
＝
播
磨
守
f

(
『
続
日
本
紀
』
和
銅
元
年

三
月
丙
午
条
）

従
四
位
上
巨
勢
朝
臣
邑
治
為
ー
ー
右
大
弁
f

（
中
略
）
従
五
位
下
石
川
朝

臣
君
子
為
1

一
播
磨
守
f

(

『
続
日
本
紀
』
霊
亀
元
年
五
月
壬
寅
条
）
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